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＜目的＞

＜成果＞

により、マナーやコミュニケーション能力が高まってきた。

課題点：製品が増えてきたことにより、確認ミスが多くな

ってきた。声出し確認、チェックが今以上に必要となって

いる。

ソーシングによる業務コスト削減を図る。また、障がい者

の方への様々な就労の場を提供出来るなど、企業と事業所

の相互作用を生み出すことを目的としている。

得られた成果：作業能力が向上し、任せてもらえる製品が

多くなってきた。また、一般企業内へ行かせてもらうこと

信栄ゴム工業株式会社

施設外就労内容：自動車部品型抜き、製品テープ貼り、

　　　　　　　樹脂型抜き、保護シール貼り、検品、軽量

・地元地域連携活動により、企業の人材不足解消、アウト

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 海空

住　所 岐阜県各務原市那加本町19番地

2110500564

赤澤　桃江

令和５年度電話番号 ０５８－３２２－３６３７

岐阜県各務原市金属団地20

＊精密製品の検品は、㎜

単位で確認していきます。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 信栄ゴム工業株式会社 担当者名 代表取締役　小栗　國男

R5年度においては、やはりコロナの影響、自動車工場の生産中止などありましたが、作業時間の変更や工夫をして頂き、

企業連携をして取り組んでまいりました。

現場責任者、職員からの意見としては、とても効率よく業務効果が感じられているとの意見があります。また、利用者の

方や職員の方々とのコミュニケーションが、上手く図れていることも大きな効果として作業の生産性、効率化に繋がって

います。今年度春から、新しいライン製造の形となりますが、一部の工程を全て海空さんへ任せていきたいと思っており

ます。

今後の課題として、統一性を持った指導方法や、検品方法を確立出来てくると作業ミスも０に近づいていくのではないか

と期待しております。引き続き、今年度も宜しくお願いします。

様式１


